
お得意様各位
2026年3月吉日

木下インターナショナル株式会社

マデイラワイン3年熟成価格改定及び新商品発売のご案内

拝啓 貴社ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

さて この度マデイラワインについて価格を改定させて頂くこととなりましたのでご案内申し上げます。

世界的な気候変動の影響やブドウ農家を取り巻く環境の変化によりブドウ収量の減少、
また継続的な資材の高騰など様々な要因が重なりメーカーからの大幅な値上げがございました。
長年企業努力にて価格の維持に努めてまいりましたマデイラワイン3年熟成の商品につきましても、やむを得ず
一部価格改定を実施させて頂くこととなりました。
何卒事情をお汲み取りの上、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

また、2026年7月1日より新商品ジャスティーノス社「イーストインディア」の発売を開始いたします。
マデイラ島4社の生産者商品を取り扱うこととなり、より一層マデイラワインの普及・発展のために尽力して参る所存です。
今後とも皆様の変わらぬご愛顧のほど、宜しくお願い申し上げます。

敬具

記
【価格改定実施日】
2026年7月1日納品分から

【対象商品および価格】
別紙のとおり
なお、価格改定に伴うPOSコードの変更はございません。

以上



別紙

マデイラワイン3年熟成　価格改定および新商品のご案内

現行 改定後
2026/07/01～次回価格改定まで
表示価格は税抜です

商品コード メーカー 商品名
参考

小売価格
(円）

参考
小売価格

（円）
JAN

46001500 ﾊﾞｰﾍﾞｲﾄ ﾊﾞｰﾍﾞｲﾄ ﾏﾃﾞｲﾗ ｽｲｰﾄ 3,120 3,300 5601519310403

46005500 ﾊﾞｰﾍﾞｲﾄ ﾊﾞｰﾍﾞｲﾄ ﾏﾃﾞｲﾗ ﾐﾃﾞｨｱﾑ･ﾄﾞﾗｲ 3,120 3,300 5601519346303

46005600 ﾊﾞｰﾍﾞｲﾄ ﾊﾞｰﾍﾞｲﾄ ﾏﾃﾞｲﾗ ﾐﾃﾞｨｱﾑ･ｽｲｰﾄ 3,120 3,300 5601519322505

46022500 ﾊﾞｰﾍﾞｲﾄ ﾊﾞｰﾍﾞｲﾄ ﾏﾃﾞｲﾗ ﾄﾞﾗｲ 3,120 3,300 5601519346501

46001510 ﾊﾞｰﾍﾞｲﾄ ﾊﾞｰﾍﾞｲﾄ･ﾏﾃﾞｲﾗ ｽｲｰﾄ 375ML 1,850 1,950 5601519234600

71270100 ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨｰｽﾞ ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨｰｽﾞ ﾚｲﾝｳｫｰﾀｰ 3,120 3,300 5010867600737

71270500 ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨｰｽﾞ ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨｰｽﾞ ﾃﾞﾕｰｸ・ｵﾌﾞ・ｸﾗﾚﾝｽ 3,120 3,300 5010867600027

71277200 ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨｰｽﾞ ﾏﾃﾞｲﾗ ﾌｪﾗｰｽﾞ ｽｲｰﾄ 1,650 2,000 5600455010132

71277000 ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨｰｽﾞ ﾏﾃﾞｲﾗ ﾌｪﾗｰｽﾞ ﾐﾃﾞｨｱﾑ･ﾄﾞﾗｲ 1,650 2,000 5600455010125

商品コード メーカー
参考

小売価格
（円）

JAN

71225000 ｼﾞｬｽﾃｨｰﾉｽ 2,350 5601889009396

71221000 ｼﾞｬｽﾃｨｰﾉｽ 2,350 5601889009402

表示価格は税抜です

ｲｰｽﾄｲﾝﾃﾞｨｱ ﾏﾃﾞｲﾗ ﾌｧｲﾝ ﾄﾞﾗｲ

【2026年7月1日価格改定　対象商品】

【2026年7月1日出荷開始　新商品のご案内】

商品名

ｲｰｽﾄｲﾝﾃﾞｨｱ ﾏﾃﾞｲﾗ ﾌｧｲﾝ ﾘｯﾁ



マデイラワイン（3年熟成）
価格改定につきまして —参考資料

背景
① 原料費、人件費、資材等、原価上昇によるコスト増加

② 為替レート ー加速する円安による輸入原価の上昇

③ 現地の需給ひっ迫 ー原料ブドウの収穫量の減少と買い付け競争

今回皆様にマデイラワイン3年熟成の価格改定をお願いすることとなりました。

長年の企業努力で堪えてまいりましたバーベイト社をはじめとする３年熟成です
が、下記3点の大きな要因で価格改定をせざるを得ない状況です。
ご理解賜りますようよろしくお願い申し上げます。

2026年3月
木下インターナショナル株式会社
マデイラジャパン株式会社



背景 ①原料費、人件費、資材等、原価上昇によるコスト増加

1) 累積した原価上昇を企業努力で吸収してきたが限界を迎えた。
2) 特にコロナ禍以降、ヨーロッパ圏内での物価高により、人件費、資材・運賃等全てが値上がり。

背景 ②為替レート ー加速する円安による輸入原価の上昇

1) 対ユーロ為替レートの推移をみると2010年ごろは1ユーロ120円だったが昨今の円安で現在（※）180円
超えまで円安が加速。120円→180円で円貨での輸入原価が1・5倍に上昇している。 （※2026年2月現在）



収穫実績（ティンタネグラ種）
• 2023年: 2,875,706 kg
• 2024年: 2,370,389 kg (-17.57%)
• 2025年: 2,192,498 kg (-7.5%)
→ 2023から2025累計: -23.76%（約23.8%の減少）

※データ出典IVBAM

背景 ③現地の需給ひっ迫 ー原料ブドウの収穫量の減少と買い付け競争

1) 3年熟成商品は、1周約200㎞しかないマデイラ島で栽培されているティンタネグラ種のみで製造。
2) ブドウ栽培農家の減少、天候異変のため、収穫量の減少が続く。→需要に供給が追い付かず
3) ティンタネグラ種の買い付け価格が大幅に上昇。
4) 原料ブドウの不足のため、必然的に製造する3年熟成のマデイラワインの製造数量も減少。
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